
《解
説
》

イ
ス
フ
エ
Jレ
ア
フ
ブ
人

よ
る

2 
フ
イ

妻
学

っ
て

細
田

非ロ

〉エ

ニ
O
世
紀
初
頭
か
ら
本
格
化
し
た
ヨ

l
ロ
ッ

パ
・

ユ
ダ
ヤ
人
の

パ
レ
ス
チ
ナ
移
民
と
、
欧
米
列

強
の
政
治
的
な
駆
け
引
き
の
結
果
、
一
九
四
八
年

パ
レ
ス
チ
ナ
の
地
に
「
ユ
ダ
ヤ
人
国
家
」
イ
ス
ラ

エ
ル
が
建
国
し
た
。
そ
の
際
、
当
地
で
暮
ら
し
て

い
た
多
く
の
ア
ラ
ブ
人
が
土
地
を
追
わ
れ
て
難
民

化
し
た
。
パ
レ
ス
チ
ナ
難
民
と
の
ち
に
呼
ば
れ
る

彼
ら
は、

そ
の
と
き
以
来
、
世
界
各
地
に
散
り
散

り
と
な
る
。
し
か
し
、
離
散
を
免
れ
イ
ス
ラ

エ
ル

建
国
後
も
そ
の
ま
ま
と
ど
ま
る
こ
と
が
で
き
た

一

部
の
人
び
と
は
法
的
地
位
を
与
え
ら
れ
て

の
ア
ラ
フ
人
と
な
っ
た
。

「イ
ス

ラ
エ
ル
市
民
」

建
国
か
ら
す
で
に
六
十
年
以
上
が
経
ち
、
学
校

で
の
へ
プ
ラ
イ
語
教
育
や
社
会
生
活
で
の
必
要
性

か
ら
、
彼
ら
「
イ
ス

ラ
エ
ル
・
ア
ラ
ブ
人
」
も
母

語
の
ア
ラ
ビ
ア
語
の
ほ
か
に
、
イ
ス

ラ
エ
ル
国
家

で
あ
る
へ
や
フ
ラ
イ
語
も
同
様
に
使
い

σコ

「国
語
」

こ
な
す
よ
う
に
な

っ
た
。
た
だ
し
こ
う
し
た
ア
ラ

ブ
人
で
も
、
文
学
作
品
は
ア
ラ
ビ
ア
語
で
執
筆
し

て
い
る
。
例
え
ば
、
現
代
ア
ラ
ブ
文
学
の
名
作
と

し
て
名
高
い
代
表
作

『非
楽
観
屋
サ
イ
|
ド
の
失

綜
に
ま

つ
わ
る
奇
妙
な
出
来
事
』

独
特
の
言
い
回

し
や
さ
ま
ざ
ま
な
過
去
の
書
物
か
ら
の
引
用
な
ど
が
含

ま
れ
、
翻
訳
が
不
可
能
と
も
言
わ
れ
た
作
品
で
あ

っ
た

が
、
ニ
O
O
五
年
に
山
本
薫
に
よ

っ
て
精
綴
な
日
本
語

訳
が
出
版
さ
れ
た
)
の
作
者
で
イ
ス
ラ
エ

ル
の
ア
ラ

ブ
人
で
あ

っ
た
エ
ミ
l
ル

ハ
ビ
|
ビ

l

(一九

ニ
ニ

』
一
九
九
六
)
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル

の
国
会
一
議
員

も
務
め
、

へ
ブ
ラ
イ
語
で
論
障
を
は

っ
て

い
た
が
、

小
説
の
言
語
と
し
て
は
ア
ラ
ビ
ア
語
を
用
い
続
け

た
。
同
じ
く
ア
ラ
ビ
ア
語
で
詠
ま
れ
た
マ
フ
ム
|

ド

ダ
ル
ウ

ィ
|
シ
ュ

(
一
九
四
一
ー

ニ
O
O八
)

の
数
々
の
詩
は
、

パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
抵
抗
運
動
に

大
き
な
カ
を
与
え
た
。

ア
ラ
ブ
人
に
よ
る
ヘ
ブ
ラ
イ
語
で
の
小
説
は
、

一
九
六
六
年
『
新
た
な
光
の
も
と
で
』
を
発
表
し

た
ア
タ
ッ
ラ
|

(
ア
タ

l
ウ
ッ
ラ

l
)

マ
ン
ス

/レ

)
が
そ
の
先
駆
け
と
な
り
、

(
一
九
三
回
l

一
九
八
六
年
に
は

『
ア
ラ
ベ
ス
ク
』
の
ア
ン
ト
ン

)
が
イ
ス
ラ
エ
ル

国
内
外
で
高
い
評
価
を
受
け
た
。
今
回
訳
出
し
た

作
品

の
作
者
、
サ
イ
イ
ド
・
カ
シ
ユ

|
ア
も
ま
た
、

シ
ヤ
ン
マ

l
ス

(
一
九
五
O
t

こ
う
し
た

へ
ブ
ラ
イ
語
で
作
家
活
動
を
行
う
少
数

派
の
ア
ラ
ブ
人
作
家
の

一
人
で
あ
り
、
ニ

O
一
ニ

年
現
在
も
コ

ン
ス
タ
ン
ト
に
作
品
を
発
表
し
続
け

て
い
る
。

サ
イ
イ
ド
・
カ
シ
ュ
l
ア
(
∞
弓
包
同

g
vzo)

カ
シ
ユ
|
ア
は
一
九
七
五
年
、
イ

ス
ラ
エ
ル
中
部
に
あ
る
ア
ラ
ブ
人
の
町
テ
ィ
ラ

-382・

サ
イ
イ
ド

(
ア
ル
H

テ
ィ

l
レ
)
出
身
で

い
わ
ゆ
る

「
イ
ス

ア
ラ
ブ
人」

の
三
世
に
あ
た
る
。

ラ
エ
ル

リ
ム
の
家
系
に
生
ま
れ
た
カ
シ
ユ
|
ア
は
幼
い
頃

ム
ス

か
ら
優
秀
で
あ

っ
た
た
め
、
十
五
歳
の
と
き
に
テ

ィ
ラ
か
ら

エ
ル
サ
レ
ム

の
寄
宿
学
校
で
あ
る
イ
ス

ラ
エ
ル
芸
術
科
学
院

(
一
九
九
五
年
に
設
立
さ
れ
た

共
学
校
。
生
徒
は
ユ
ダ
ヤ
人
が
中
心
)
に
送
ら
れ
た
。

彼
の

へ
ブ
ラ
イ
語
力
は
ユ

ダ
ヤ
人
と
と
も
に
教
育

を
受
け
た
こ
の
時
期
に
培
わ
れ
た
。

エ
ル
サ
レ
ム

の
へ
ブ
ラ
イ
大
学
で
社
会
学
と
哲
学
を
専
攻
、
卒

業
後
は
エ
ル
サ
レ
ム

の
地
方
紙
コ

ル

ハ
イ
l
ル

な
ど
で
フ
リ
ー
の
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍

す
る
。
弱
冠
二
十
六
歳
で
第
一
作
目
の
長
編
小
説

『踊
る
ア
ラ
ブ
人』

(
ニ
O
O
二
年
)
を
上
梓
、
ィ

ス
ラ
エ
ル
の
ム
ス
リ
ム
と
し
て
は
、
初
め
て
の
ヘ
ザ
フ

ラ
イ
語
小
説
家
と
な

っ
た
。
続
け
て
第
二
作
目
『
そ

し
て
夜
が
明
け
る
と
』
(ニ

O
O
四
年
)
を
発
表
し
、

彼
の
作
品
は
イ
ス
ラ
エ
ル
社
会
の
み
な
ら
ず
、
欧

米
諸
国
で

の
注
目
を
も
集
め
る
よ
う
に
な

っ
た
。

ハ
ア
レ
ツ
紙

(
イ
ス

ラ
エ
ル
の
日
刊
紙
)
の
週
末
版
コ
ラ
ム
や
小
説
以
外

に
も
活
動
の
場
を
広
げ
た
。

ニ
O
O七
年
か
ら
は

じ
ま

っ
た
テ
レ
ビ
番
組
『
ア
ラ
フ
の
お
仕
事
』
は
、

そ
の
後
カ
シ
ュ

l
ア
は
、



カ
シ
ュ

l
ア
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
コ
メ
デ
ィ

ド
ラ
マ
で
、
毎
週
日
曜
の
十
九
時
か
ら
イ
ス
ラ
エ

ル
の
人
気
チ
ャ
ン
ネ
ル

(
チ
ャ
ン
ネ
ル

2
)
で
放
映

さ
れ
た
。
こ
の
番
組
は
シ
リ
ー
ズ
化
し
て
、
ニ

O

一
二
年
に
は
第
三
シ
ー
ズ

ン
も
制
作
さ
れ
て
い
る
。

イ
ス

ラ
エ
ル
市
民
の
ア
ラ
ブ
人
家
族
が
ユ
ダ
ヤ
人

と
と
も
に
巻
き
起
こ
す
、
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル

を
笑
い
に
し
た
番
組
は
大
き
な
反
響
を
呼
び
、
彼

は
イ
ス
ラ
エ
ル
で
最
も
著
名
な
ア
ラ
ブ
人

の

一
人

と
な
っ
た
。

ニ
O
一
O
年
に
は
第
三
作
目

『
二
人
称
単
数
』

を
発
表
す
る
と
ま
も
な
く
、
イ
ス
ラ
エ
ル
て
ベ
ス

ヘルツェル真夜中に消える/シンデレラ(イスラエル /パレスチナ)解説

ト
セ
ラ
ー
と
な
り
、

一
躍
人
気
作
家
の
仲
間
入
り

を
果
た
し
て
い
る
。

「
ヘ
ル
ツ
ヱ
ル
真
蚕
中
比
漕
え
る
/
シ
ン
デ
レ
ラ
』
に
つ
い
て

「
ヘ
ル
ツ
ェ
ル
真
夜
中
に
消
え
る
/
シ
ン
デ
レ

ラ
」

(工叩「
↓a
z
m
m一ロヨ

Z
t恒
g
g↓)
は
、

年
ハ
ア
レ
ツ
紙
の
新
年
特
集
号
(
イ
ス
ラ

エ
ル

の
新

二

O
O
五

年
は
ユ

タ
ヤ
暦
に
準
じ
て
い
る
。
年
に
よ
り
変
動
す
る

が
た
い
て
い
九
月
か
ら
十
月
の
問
)
に
掲
載
さ
れ
た

新
聞
小
説
で
あ
る
。
ち
な
み

に
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
の

タ
イ
ト
ル
は

「
ヘ
ル
ツ
ェ
ル
真
夜
中
に
消
え
る
」

だ
が
、
英
語
版
の

ハ
ア
レ
ツ
紙
で
は
そ
の
内
容
か

「
シ
ン
デ
レ
ラ
」
に
変
更
さ
れ
て
い

る
。

Lっ

作

ニ
作
目
と
立
て
続
け
に
作
品
を
発
表
し
た
あ

ハ
ア
レ
ツ
の
連
載
コ
ラ
ム
や
テ
レ
ビ
番
組
の

プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
で
一
躍
有
名
に
な

っ
た
彼
が
、
三

作
目
て
あ
る

『
二
人
称
単
数
』
の
執
筆
中
に
発
表

し
た
本
短
編
は
、
カ
シ
ュ

l
ア
の
小
説

の
分
岐
点

と
見
な
さ
れ
て
い
る
。

匿
名
の
ア
ラ
ブ
人
が
主
人
公
で
あ

っ
た
前
二
作

目とと
は
異
な
り
、
本
短
編
で
は
初
め
て
名
前
を
も
っ

た
主
人
公
が
登
場
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
主
人
公

の
名
ヘ
ル
ツ
ェ
ル
・
ハ

リ
l
ワ
は
、

ユ
ダ
ヤ
人
の

名

「
ヘ
ル
ツ
ェ
ル
」
と
ア
ラ
ブ
人
の
名

「
ハ
リ
ー

ワ
」
が
合
わ
さ
っ
た
ち
ぐ
は
ぐ
な
名
前
で
あ
る
。

ユ
ダ
ヤ
人
ヘ
ル

ツ
ェ

ル

・
ハ
リ
!
ワ
は
、
生
ま
れ

な
が
ら
の
性
質
で
、

深
夜
零
時
に
な
る
と

デ
レ
ラ
」
の
如
く
ア
ラ
ブ
人
に
変
身
し
て
し
ま
う
。

姿
か
た
ち
が
変
わ
る
わ
け
で
は
な
く
、
言
語
(
へ

「、ン、/

ブ
ラ
イ
語
か
ら
ア
ラ
ビ
ア
語
へ
)
や
、

政
治
的
立
場

(
シ
オ
ニ
ス
ト
か
ら
パ
レ
ス
チ
ナ
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト

へ
)
、
噌
好
の
変
化

(
ア
ラ
ク
[
中
東
ア
ラ
ブ
地
域
に

特
有
な
、
ブ
ド
ウ
な
ど
か
ら
作

っ
た
蒸
留
酒
]
、
ア
ラ
ブ

女
性

へ
の
執
着
)
に
そ
の
変
化
が
見
ら
れ
る
。

主
人
公
を
匿
名
に
す
る
こ
と
で
、

「個
」

の
存

在
と
し
て
認
め
ら
れ
な
い
ア
ラ
ブ
人
を
風
刺
し
て

描
い
て
い
た
カ
シ
ュ

l
ア
が
、
本
作
品
で
は
、
ユ

ダ
ヤ
人
と
ア
ラ
ブ
人
を
ひ
と
り
の
人
間
の
な
か
に

内
包
し
た
、
お
互
い
に
意
思
疎
通
が
不
可
能
な
「異

形
」
な

「ヤ
l
ヌ
ス

(
ヤ
ヌ
ス
)
」
を
主
人
公
に

据
え
る
こ
と
で
、

ラ
フ
人
の
ア
ン
ビ
パ
レ
ン
卜
な
感
情
を
表
す
こ
と

イ
ス
ラ
エ
ル
の
ユ
ダ
ヤ
人
と
ア

を
試
み
た
。

カ
シ
ュ

l
ア
の
小
説
は
、

フ
ラ
イ
語
の
口
語
体
で
書
か
れ
て
い
る
た
め
、

一
貫
し
て
平
易
な

ヘ
-νLu t
 

ふ
イ
d

評
家
か
ら
の
評
価
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
。
た
し

か
に
第
一
作
目
は
文
体
に
稚
拙
な
部
分
が
多
く
、

レ
ト
リ

ッ
ク
な
ど
文
学
的
な
技
法
を
こ
ら
し
た
作

品
で
は
な
い
。
し
か
し
、
二
作
目
、
三
作
目
と
作

品
の
構
造
や
表
現
に
は
成
長
が
見
ら
れ
、
物
語
の

プ

ロ
ッ
ト
も
工
夫
さ
れ

つ
つ
あ
る
。
ま
だ
三

O
代

半
ば

の
カ
シ
ュ

l
ア
は
発
展
途
上
の
作
家
と
い
え

る
。本

作
品
は
若
き
作
家
の
、
表
現
者
と
し
て

の
成

長
と
、
イ
ス
ラ
エ
ル
社
会
で
の

ア
ラ
ブ
人
の
若
者

の
あ
り
か
た
と
そ
の
葛
藤
を
私
た
ち
に
か
い
ま
見

せ
て
く
れ
て
い
る
の
で
あ
る。
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